
１ 

若
者
の
県
内
定
着
の
促
進
を

　
２
億
円
の
「
い
わ
て
産
業
人
材
奨
学
金
返
還

支
援
基
金
」
創
設
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
が
、

50
人
程
度
の
募
集
と
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。

対
象
範
囲
の
拡
大
な
ど
柔
軟
な
制
度
に
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

２ 

子
育
て
支
援
を
積
極
的
に

①
待
機
児
童
問
題
が
深
刻
で
あ
る
。
施
設
の
整

備
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
、
就
業
資
金
貸
し

付
け
、
潜
在
保
育
士
の
研
修
会
開
催
な
ど
、

取
り
組
み
の
強
化
を
。
国
に
対
し
て
も
補
助

制
度
の
改
善
要
望
を
。
　

②
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
待
機
児
童
問
題
や

運
営
の
市
町
村
格
差
な
ど
課
題
が
多
い
。
市

町
村
支
援
を
。

③
児
童
虐
待
に
対
応
す
る
児
童
相
談
所
（
県
内

３
カ
所
）
は
、
深
刻
な
職
員
不
足
で
あ
る
。

弁
護
士
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
で
体

制
強
化
を
。
市
町
村
の
対
応
力
向
上
に
指
導

と
支
援
を
。
　

④
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
要
件

を
緩
和
す
べ
き
。

３ 

介
護
保
険
制
度
の
課
題
改
善
を

①
介
護
人
材
確
保
は
事
業
者
任
せ
で
い
い
の

か
、
県
の
積
極
的
な
対
応
を
。
処
遇
改
善
加

算
は
効
果
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
国

に
制
度
改
善
を
要
望
す
べ
き
。

②
介
護
事
業
所
が
休
廃
止
に
至
る
前
に
、
把
握

で
き
る
体
制
な
の
か
。
指
導
監
督
の
状
況
は
。

４ 

農
業
振
興
の
連
携
強
化
を

①
新
ブ
ラ
ン
ド
米
「
金
色
の
風
」「
銀
河
の
雫
」

は
知
事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
展
開
を
。

②「
農
の
雇
用
事
業
」
に
よ
り
８
年
間
で
約

３
４
０
名
の
研
修
生
が
雇
用
さ
れ
て
い
る

が
、
定
着
率
の
課
題
が
あ
る
。
農
業
法
人
と

の
連
携
強
化
や
営
農
指
導
の
充
実
を
。
　

③
女
性
農
業
者
が
減
少
し
て
い
る
。
農
産
加
工

機
材
の
更
新
、
６
次
産
業
化
支
援
な
ど
環
境

整
備
に
力
を
い
れ
て
ほ
し
い
。

④
遊
休
農
地
の
課
税
強
化
に
対
し
、
市
町
村
農

業
委
員
会
と
連
携
し
、
制
度
の
内
容
や
手
続

き
の
周
知
を
。

５ 

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
拡
大
を

①
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
被
害
が
多
い
。
野
生

鳥
獣
対
策
実
施
隊
の
活
動
支
援
と
未
設
置
自

治
体
（
４
市
町
）
へ
の
設
置
を
。
人
里
周
辺

の
刈
払
い
、
電
気
柵
の
取
組
支
援
を
。

②
狩
猟
者
の
育
成
研
修
会
や
狩
猟
税
の
減
免
延

長
を
。

③
野
生
鳥
獣
の
放
射
性
物
質
影
響
調
査
を
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
。

６ 

空
き
家
対
策
の
推
進
を
　

①「
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
」
を
市
町
村

と
民
間
事
業
者
が
実
施
す
る
場
合
、
県
の
支

援
制
度
を
創
設
す
る
べ
き
。

②
中
古
住
宅
の
流
通
促
進
の
た
め
、
住
宅
イ
ン

ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
制
度
（
認
証
）
の
導
入
や
研

修
体
制
の
整
備
を
。

③
県
内
の
空
き
家
情
報
を
共
有
し
、
総
合
的
な

空
き
家
対
策
を
推
進
す
べ
き
。
　

こ
の
他
に
、

７ 

中
小
企
業
振
興
の
支
援
を

８ 

性
犯
罪
等
被
害
者
へ
の

　
　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
を

　
　
　
　
　
　
　
等
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ
　
２
０
１
７
年
６
月

　
平
成
27
年
９
月
に
県
議
会
に
送
っ
て
頂

き
、
ま
も
な
く
２
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
様
々
な
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
団
体
の

会
合
に
招
待
頂
く
機
会
が
大
変
多
く
な
り
、

各
団
体
の
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
に

感
心
す
る
日
々
で
す
。
同
時
に
、
財
源
や

人
的
問
題
な
ど
課
題
の
多
さ
も
再
認
識
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
場
の
声
を
聞
き
県

議
会
で
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
国
の
政

策
の
影
響
が
非
常
に
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

　
国
政
を
見
れ
ば
、
ソ
ン
タ
ク
や
圧
力

ば
か
り
が
目
立
ち
ま
す
。
公
正
な
政
治

や
弱
者
に
配
慮
し
た
政
治
を
め
ざ
し
て
、

地
域
か
ら
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
叱
咤
激
励
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　１２月１５日雪の降る寒い日、皆さんとマイクロバスで県議会
傍聴に行きました。議場は静かで、帽子やコート等の着用は許さ
れず、写真も許可を得た人だけでちょっと緊張しました。
　いよいよ議場に県職員幹部と知事が着席し、その後に県議の皆
さんが入場しました。傍聴席を見た議員は一礼していましたが、
その目線の先は小原宣良さんでした。県議を勇退して 10 年たっ
ても認知度バツグンで誇りに思いました。
　ケイ子さんの一般質問が始まり、間髪を入れずに質問をする姿は
頼もしい限りでした。小学生の授業参観で親を見るとテンションが
上がるように、ケイ子さんも心強かったと思います。帰りの車中は
私たちの緊張感もほぐれ、歓談をしながらの帰途となりました。
　登壇は年 1 回位しか与えられないようですが、また 6 月議会で
登場の機会を頂いたとのこと。また一緒に傍聴ツアーに参加しま
しょう。この指止まれ!!　　　　　　　　　　　　　　　　（M子）

また一般質問の機会を頂きまし
た。ぜひ県議会傍聴に参加をお
願いします。

期　日：6月29日（木）
参加費：1,500円
13:00 江釣子地区交流セン
ター発➡13:05 江釣子ショッピン
グセンターバス停➡14:10 盛岡歴
史文化館見学➡15:30 県議
会傍聴➡19:00頃北上到着
参加申込：☎72 - 7548
（先着20名様と致します。）

編集発行：岩手県議会議員　佐藤ケイ子 　
事 務 所：北上市青柳町 1丁目 5-39　℡0197-72-7548　fax72-7549　　
自　　宅：北上市下江釣子 16-154-3（℡＆fax　0197-77-2126）　E-mail：keiko-ktkm@poppy.ocn.ne.jp     
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.sato2007.com/

岩手県議会議員 佐藤ケイ子

ご意見・ご要望等をお聞かせください。今後の政策づくりに生かしてまいります。

平和で明るい社会を子どもたちへ・・・

№４　２０１７年（平成 29年）６月

県
議
会
で
こ
ん
な

  

一
般
質
問
を
し
ま
し
た

（
平
26
年
12
月
議
会
）

県議会一般質問
傍聴ツアー参加者募集
県議会一般質問

傍聴ツアー参加者募集
県議会傍聴感想記県議会傍聴感想記

　元岩手県議会議員（佐藤ケイ子

後援会長）の小原宣良様が 6 月

10日ご逝去されました。

　2年前の県議選では、社会民主主義の政治理

念を貫く闘いとして、命を懸けて総括責任者

を務めて下さいました。

　あまりに早い旅立ちは本当に残念ですが、宣良

さんの意思を引き継ぎ、頑張ってまいりますの

で、皆様のご指導よろしくお願い申し上げます。

小原宣良さん

ありがとうございました。

※なお、今年の「納涼パーティー」は中止致します。



　平成 29 年度予算のネーミングは、「未来につなげ
る復興ふるさと振興予算」～復興と台風 10 号災害
からの復旧復興に最優先で取り組むとともに、「いわ
て国体・希望郷大会」のレガシーを生かした文化スポー
ツ振興や国際関連施策、若者女性の活躍支援、科学技
術振興の取組を推進するなど「ふるさと振興」を推進
するための予算～と長文で、各部署に新規を含む予算
配置ということ。
　復興事業は遅れつつも確実に進みハード事業のピー
クは過ぎ、復興の先を見据えた三陸地域の創造が盛ん
に議論されました。

　予算特別委員会（議長を除く全員）は、
10時から 19時頃まで連日部局審査が
行われました。

【 質 疑 項 目 】
１．市町村職員の旧姓使用の拡大
２．性犯罪・性暴力被害者ワンストッ
プ支援センター開設
３．国民健康保険の統合（仮算定、市
町村独自事業の行方）
４．公的病院への支援（済生会病院 )
５．子育て支援（待機児童問題、公立
保育所減少、運営費（公定価格）の
制度矛盾、家庭的保育者研修、補助
金決定時期）
６．県立病院会計（会計基準見直しの
影響、職員体制、旧北上病院処分）

どれも複雑な問題が山積しています。

　県から毎月 31 万円の活動費が交付され、
領収書を添付して清算しました。
　今後も有効に使用させて頂きます。

■
５
月
３
日
　
国
見
山
ま
つ
り

　
第
３
回
国
見
山
ま
つ
り
。
神
事
の
あ
と
、
黒
森
神
楽
公
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
だ
け
あ
っ
て
、
見

ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
も
躍
動

的
な
踊
り
に
感
激
し
ま
し
た
が
、
今

年
は
別
の
演
目
が
踊
ら
れ
、
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
企
画
す

る
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

■
５
月
14
日
　
西
和
賀
町
の
消
防
演
習

　
消
防
演
習
で
来
賓
挨
拶
。
早
朝

か
ら
多
彩
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
人
口
６
千
人
弱
で
も
消
防
団

の
士
気
は
高
い
で
す
。
西
和
賀
も
、

北
上
も
、
岩
手
県
内
、
全
国
で
も

団
員
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
お

り
、
行
政
・
会
社
・
地
域
な
ど
あ

ら
ゆ
る
団
体
が
消
防
団
を
応
援
す

る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

■
５
月
15
日

　
　
北
上
横
手
地
域
開
発
促
進
協
議
会
（
横
手
市
）

　
北
上
市
・
西
和
賀
町
・
横
手
市
の
３
市
町
の
「
北
上
横
手
地

域
開
発
促
進
協
議
会
」「
Ｊ
Ｒ
北

上
線
利
用
促
進
協
議
会
総
会
」

「
第
27
回
平
和
街
道
サ
ミ
ッ
ト
」

が
横
手
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
住
む
価
値

を
持
ち
、
住
み
続
け
た
い
と
思

う
ま
ち
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
横

手
市
長
か
ら
課
題
提
起
が
あ
り
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

首
都
圏
よ
り
秋
田
の
方
が
豊
か

な
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
こ
と

が
デ
ー
タ
比
較
さ
れ
、
若
者
の

定
住
化
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し

た
。
興
味
深
い
デ
ー
タ
で
し
た
。

■
５
月
18
日
〜
19
日
　
自
治
創
造
学
会
（
東
京
）

　「
人
口
減
・
高
齢
化
を
乗
り
越
え
る
〜
前
例
か
ら
創
造
へ
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
９
回
日
本
自
治
創
造
学
会
研
究
大
会
が
、
東
京

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
地
方
施
策
は
有
効
か
、
自
治
体
合
併

は
成
功
し
た
の
か
、
地

方
創
生
と
言
う
が
東
京

一
極
集
中
は
改
善
し
て

い
る
か
、
地
方
財
政
へ

の
し
わ
寄
せ
は
ど
う

か
、
私
が
い
つ
も
疑
問

に
思
っ
て
い
る
問
題
の

講
演
で
し
た
。

■
３
月
27
日

　国
道
１
０
７
号

　
　（
仮
）梁
川
ト
ン
ネ
ル
工
事
安
全
祈
願
祭

　
奥
州
市
と
北
上
市
境
界
の
峠
（
梁
川
〜
口

内
）
は
、
急
勾
配
と
カ
ー
ブ
の
難
所
。
岩
手

県
は
「
復
興
支
援
道
路
」
と
位
置
づ
け
、
平

成
30
年
度
ま
で
約
46
億
円
を
か
け
て
約
３
㎞

を
整
備
し
ま
す
。
内
１
㎞
が
ト
ン
ネ
ル
で
、

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
で
安
全
祈
願
際
が
行

わ
れ
、
鍬
入
れ
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

関
係
者
の
要
望
活
動
の
お
か
げ
で
す
。

■
４
月
６
日
　
県
立
花
巻
青
風
支
援
学
校

　
　
北
上
み
な
み
分
教
室
の
開
室
式

　
障
が
い
を
持
つ
北
上
の
児
童
生
徒
は
、
毎
朝
北
上
市
役
所
に

集
合
し
、
花
巻
ま
で
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
で
通
っ
て
お
り
、
数
年

前
か
ら
分
校
開
設
の
要
望
が
強
く
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
度
北
上
市
の
協
力
を
頂
き
、
分
教

室
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、
小

学
部
２
人
、
中
学
部
３
人
の
入
学
で
し

た
。
予
想
外
に
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

転
校
に
よ
る
環
境
変
化
は
子
ど
も
達
に

負
担
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
。
今
後
は

毎
年
、
新
入
生
が
入
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
北
上
南
小
と
南
中
の
児
童
生
徒
の
皆

さ
ん
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆

さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
４
月
21
日
　
毎
週
金
曜
日
の
朝
街
宣

　
金
曜
日
の
朝
は
、
北
上
駅
前
と
市
役
所
前
に
て
街
頭
演
説
。

共
謀
罪
の
問
題
と
強
行
す
る

安
倍
政
権
の
政
治
姿
勢
な
ど

お
話
し
し
ま
し
た
。
平
野
市

議
は
、
議
会
改
革
の
講
演
会
や

学
童
保
育
所
の
課
題
な
ど…

お

話
し
し
ま
し
た
。

■
５
月
１
日
　
メ
ー
デ
ー（
花
巻
・
北
上
）

　
連
合
花
巻
北
上
地
域
協
議
会
の
メ
ー

デ
ー
。
長
時
間
労
働
や
格
差
是
正
に
む

け
、
連
帯
の
強
化
を
！
来
賓
と
し
て
連

帯
の
挨
拶
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
プ

ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
工
夫
を

こ
ら
し
た
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
最
優

秀
は
高
教
組
花
巻
支
部
、
優
秀
賞
は
北

上
市
職
労
、
ト
ヨ
タ
紡
織
東
北
労
で
し

た
。
式
典
後
は
北
上
に
戻
り
、
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

■
５
月
23
日
〜
24
日

　
　
県
議
会
県
土
整
備
委
員
会
（
秋
田
）

　
秋
田
港
の
ク
ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ
と
秋
田
空
港
の
利
用
促
進
、

大
仙
市
の
河
川
改
修
（
輪
中
堤
）、
西
和
賀
町
の
国
道
１
０
７
号

復
旧
工
事
状
況
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
秋
田
港
は
、「
飛
鳥
Ⅱ
」
等
の
日
本

船
や
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
」

な
ど
の
外
国
船
が
年
間
27
回
と
、
岩
手

県
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
寄
港
回
数
で

す
。
数
十
台
の
バ
ス
で
観
光
、タ
ク
シ
ー

で
の
個
人
観
光
、
大
型
店
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
イ
ン
グ
と
大
き
な
経
済
効
果
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
永
年
の
セ
ー
ル
ス
効

果
が
出
て
い
ま
し
た
。

■
５
月
27
日
　
政
策
懇
談
会

　
６
月
議
会
に
む
け
て
意
見
を
い
た
だ

く
機
会
と
し
て
、
政
策
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
市
議
会
関
係
で
は
、
中
央
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
を
問
題
視
す

る
意
見
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
疑
問

視
す
る
意
見
な
ど
頂
き
ま
し
た
。
県
議

会
関
係
で
は
、
生
涯
未
婚
率
と
雇
用
環

境
の
問
題
、
県
職
員
の
労
働
環
境
な
ど

の
実
態
を
把
握
す
べ
き
と
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

■
５
月
28
日
　
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン

　
第
37
回
錦
秋
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
開
会
式
で
挨
拶
。
１
９
０
０
人
の

エ
ン
ト
リ
ー
で
、
県
外
参
加
者
が
多

い
で
す
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
、
公

務
員
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
有
名
な
川
内

優
輝
選
手
で
、
30
キ
ロ
公
認
は
全
国

に
４
大
会
し
か
な
い
貴
重
な
大
会
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ガ
ン
バ
レ
ー
‼

■
５
月
30
日

　
　
県
議
会
復
興
特
別
委
員
会
（
大
槌
町
）

　
大
槌
町
役
場
と
城
山
公
演
の
高
台
か
ら
、
町
長
さ
ん
の
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。
町
の
誇
る
湧
水
が
大
量

に
出
て
防
潮
堤
工
事
を
遅
ら
せ
、
そ
の

影
響
で
造
成
工
事
も
遅
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
後
の
ハ
ー
ド
事
業
と

ま
ち
づ
く
り
定
住
化
の
課
題
等
、
深
い

問
題
ば
か
り
で
す
。
町
議
会
議
長
さ
ん

か
ら
は
、
内
陸
へ
の
避
難
者
を
沿
岸
に

戻
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

被
災
者
の
苦
し
い
選
択
を
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ケ
イ
子
の

東
奔
西
走
日
記

ケ
イ
子
の

東
奔
西
走
日
記

平成28年度 政務活動費収支報告

〈収　　　入〉
政務活動費

〈支　　　出〉
調査研究費
研　修　費
広聴広報費
要請陳情等活動費
会　議　費
資料購入費
事 務 所 費
事　務　費
人　件　費
合　　　計

3,720,000

221,211
250,751
1,028,332

7,400
105,572
200,912
489,252
289,088
460,000
3,052,518
667,482

310,000×12 か月

議員連盟会費
自治体議員連合全国研修会
参加宿泊、交通費等
県議会レポート印刷代、
新聞折り込み料
高校障がい生徒教育環境充実を
求める要望等交通費
議案等説明会等への出席にかかる費用

新聞７紙、図書購入
事務所家賃等、事務所駐車場使用料
複写機リース代、事務所電話代、
携帯電話代

事務所事務員給与１名分

円を返還しました。

平成29年度 
岩手県当初予算 人件費

27％
人件費
27％

その他3％

義務的
経費
47％

義務的
経費
47％

公債費18％
物件費4％

補助費等
25％

扶助費
2％

公債費18％

普通建設事業費
11％

普通建設事業費
11％

災害復旧
事業費
2％

災害復旧
事業費
2％

物件費4％

その他
経費
40％

その他
経費
40％

投資的
経費
13％

投資的
経費
13％

貸付金8％貸付金8％

補助費等
25％

扶助費
2％

県議会予算特別委員会（3/6～3/16）県議会予算特別委員会（3/6～3/16）

総　　額

内震災分

内通常分

29年度 28年度

9,797億円

3,043億円

6,754億円

1兆661億円

4,005億円

6,656億円

△864億円

△962億円

98億円

増　　減

他
、
連
日
多
数
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。


